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イングリッシュフェスタの様子

English Day（稲城第四小学校）

職員が受講している様子

タブレットの翻訳アプリを使った訓練

英語の先生と遊ぼう会（平尾小学校）

スイカ割りゲームなしのすけ探しゲーム 買い物ゲーム

ALTの活動を紹介します
英語がもっと好きになる！

稲城市では、令和７年度より「第１種会計年度任用職員」としてALT（Assistant Language Teacher）を採用しました。
ALTは授業以外の時間でも幅広い教育活動を行っています。

▷問合せ　指導課指導係

　8月8日（金）、稲城市職員を対象に、
ALTを活用した英語対応研修を実施しま
した。
　午前の部では、避難所運営に携わる職
員が、外国人に対する避難所での案内を
想定した訓練を行いました。ALTが避難
者役となり、受付用紙の記入方法や避難
所での過ごし方等を英語で説明しまし
た。また、タブレットの翻訳アプリを活
用しながら質問に対応する訓練も行われ
ました。午後の部では、部長職を対象に、
基礎的な英単語をもとにした英会話レッ
スンを実施しました。

　夏休み中、稲城市内小学校で英語を楽しむ特別プログラムを開催しました。
　8月22日（金）、稲城第四小学校は「English Day」を実施し、ALTの6名も協力し、英語を使った体
験活動に挑戦しました。「飛行機で世界の旅」をテーマに児童たちはパスポートやチケットを手に海外
旅行気分を味わいながら、自己紹介やゲーム、かき氷作りなどを楽しみました。 
　8月25日（月）、平尾小学校は、平尾小学校PTA有志の会「ミライ地球人くらぶ」のサポートのもと、

「宿題やろう会」と「英語の先生と遊ぼう会」の2つのイベントを開催しました。図書室で宿題を終えた
児童たちが体育館に移動し、ALTと英語遊びを楽しむ形で実施し、じゃんけんやゲームを通じて自然
な英語に触れる時間を過ごしました。 
　どちらのイベントもALTの方々や友だちとの触れ合いを通じ、英語への親しみを深めるきっかけと
なりました。

　7月24日（木）と8月26日（火）に、複合施設ふ
れんど平尾内にある「梨の実ルーム」に通う児童
生徒とALT2名による英会話交流会を行いました。
　英語での自己紹介後、フィリピンの文化につ
いて学び、クイズやゲーム、ランチを通じて交
流を楽しみました。「梨の実ルーム」では、さま
ざまな理由で登校に困難を感じている児童生徒
に対して、学びの場を提供し、社会的自立に向
けた支援を行っています。
　ALTの工夫により、児童生徒たちは積極的に
英語を使った交流を体験することができました。

　毎週木曜日の給食時間に「English Radio 
Show」を放送しています。10分間のラジオ
ショーは、ALTと児童が協力して制作し、英
語に触れる楽しい時間として人気です。
　児童との対話や音楽、クイズやゲームなど
内容は多彩で、録音・編集された工夫も見ら
れます。 
　９月は「フィリピン」、10月は「ハロウィン」
といった月替わりのテーマも、児童に英語と世
界への関心を広げるきっかけとなっています。

・�「ALTやボランティアの方たちが英語でフレンド
リーに話しかけてくれたことで、シャイな子どもが
英語を口にすることができた」

・「親子で楽しむことができた」
・�「普段使う機会が少ない英語を気軽にアウトプットで

きる機会をもっと増やしてほしい」

参加者からの声
　8月23日（土）、向陽台小学校体育館にて「いなぎALTイングリッシュフェスタ」を
開催しました。午前の部と午後の部を合わせて、未就学児39人、小学生85人、中
高生8人、大人117人、合計249人にご参加いただきました。
　イベントの運営には、稲城市統括学校支援コンシェルジュ西田和弘さん、向陽台
地区を中心とした英語ボランティアの皆様、学校支援コンシェルジュの皆様、株式
会社アチーブゴールのご協力をいただきました。イベントでは、アルファベット配
列クイズやなしのすけ探しゲーム、稲城市クイズ、買い物ゲーム、スイカ割りゲー
ムなどが行われました。

稲城市職員の英語対応研修 稲城第四小学校・平尾小学校「小学校特別プログラム」

「いなぎＡＬＴイングリッシュフェスタ」Was Ａ Huge Success！

梨の実ルーム　夏の英会話交流会 稲城第三小学校「English Radio Show」
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広
く
、
豊
か
に
、

�

し
な
や
か
に

　
「
ま
だ
な
い
未
来
の
仕
事
を
考
え

よ
う
」ー
こ
の
よ
う
な
問
い
を
投
げ

か
け
ら
れ
た
ら
、あ
な
た
だ
っ
た
ら
、

ど
ん
な「
仕
事
」を
創
り
出
し
ま
す

か
？

　

こ
の
課
題
に
、８
月
６
日
・
７
日
、

「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

２
０
２
５ 

大
阪
・
関

西
万
博
」の
会
場
内
で
開
催
さ
れ
た

「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ 

国
連
を
支
え
る
世
界
こ
ど
も
未
来
会

議
」に
集
ま
っ
た
子
ど
も
達
が
取
り

組
み
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

昨
年
度
の「
世
界
こ
ど
も
未
来
会
議
」

（
一
般
財
団
法
人 

ピ
ー
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
財
団
と
各
自
治
体
の
主

催
）に
お
い
て
、
稲
城
市
か
ら
の
代

表
生
徒（
本
市
代
表
４
名
は
昨
年
度

小
６
生
、現
在
は
中
１
生
）を
含
む
、

各
地
区
大
会
の
最
優
秀
グ
ル
ー
プ
と

な
っ
た
子
ど
も
達
が
出
場
し
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
、本
年
３
月
の「
全

国
大
会
」後
、
地
域
を
越
え
て
４
人

グ
ル
ー
プ
を
再
編
、
約
４
か
月
を
か

け
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
重
ね
、
課
題
へ
の
解
決
策
を
創

り
出
し
、
万
博
当
日
、
こ
の
場
に
臨

ん
だ
の
で
す
。

　
「
AI
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
存
し
な
が

ら
宇
宙
開
発
を
す
る
た
め
、
ロ
ボ
ッ

ト
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
を

作
る
人
、
政
府
や
企
業
と
話
し
合
い

を
す
る
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
、
AI
を
活

用
し
決
断
す
る
人
材
が
必
要
で
あ

る
。」―
発
表
さ
れ
た
提
案
の
一
例
で

す
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、「
世
界
の
人

口
は
増
え
続
け
て
い
る
」→「
農
場
や

都
市
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」→「
人
間
の
住
め
る
場
所
を
広
げ

た
い
」、
と
い
う
過
程
を
踏
み
な
が

ら
、
宇
宙
開
発
を
実
現
さ
せ
る「
新

た
な
仕
事
」を
発
想
し
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
日
は
、
世
界
か

ら
集
ま
っ
た
子
ど
も
達
か
ら
、
未
来

の
世
界
に
向
け
た
様
々
な
提
案
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ

も
、「
今
社
会
に
不
足
し
て
い
る
も

の
は
何
か
」「
今
不
便
な
こ
と
は
ど
ん

な
こ
と
か
」に
視
点
を
当
て
、
そ
の

解
決
策
を
生
み
出
す
中
で
、
新
た
に

人
間
が
活
躍
す
べ
き
分
野
を
見
出
し
、

「
今
は
ま
だ
な
い
け
れ
ど
将
来
の
社

会
を
よ
く
し
て
い
く
仕
事
」を
提
案

し
た
の
で
す
。
社
会
課
題
を
踏
ま
え

た
上
で
今
後
の
動
向
を
捉
え
、
課
題

解
決
の
た
め
に
世
の
中
に
は
何
が
プ

ラ
ス
と
し
て
必
要
か
に
着
目
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
も
っ
た
全
体
像

と
、
実
現
の
た
め
の
具
体
的
プ
ロ
セ

ス
と
い
う
し
っ
か
り
と
し
た
構
想
に

基
づ
く
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
見
事
な
発

信
の
数
々
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
の
発
想
と
視
点
に
感
動

し
な
が
ら
参
観
を
終
え
た
私
は
、「
将

来
の
進
路
を
、
今
あ
る
職
業
の
中
か

ら
の
み
選
択
す
る
時
代
は
終
わ
っ

た
」と
の
思
い
を
深
め
な
が
ら
、
帰

京
の
途
に
就
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
万
博
イ
ベ
ン
ト
の
後
、

8
月
21
日(

木)

、
本
市
で
は
、
今
年

度
の「
世
界
こ
ど
も
未
来
会
議
in 

Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
」を
開
催
し
ま
し
た
。
テ

ー
マ
は
、
昨
年
度
と
同
じ
く「
住
み

続
け
ら
れ
る
未
来
の
稲
城
市
」で
す
。

　

各
市
立
小
学
校
か
ら
２
名
ず
つ
選

出
さ
れ
た
第
６
学
年
児
童
計
24
名
の

皆
さ
ん
が
、
異
な
る
学
校
の
初
対
面

同
士
で
４
人
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、

意
見
交
換
や
合
意
形
成
を
経
て
創
り

出
し
た
ア
イ
デ
ア
集
で
す
。
こ
の
作

業
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
グ
ル
ー
プ

内
で
各
自
が「
大
切
に
し
た
い
価
値

観
」を
発
表
し
合
い
、
各
グ
ル
ー
プ

に
付
い
て
く
だ
さ
っ
た「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
方
々

の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
各
自
の
ア

イ
デ
ア
の
共
通
項
を
見
出
し
た
り
新

た
な
策
を
生
み
出
し
た
り
し
な
が

ら
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
具
体
的
方

策
を
創
り
出
し
ま
し
た
。

　

今
夏
開
催
し
た
、「
世
界
こ
ど
も

未
来
会
議
」に
関
連
す
る
こ
れ
ら
２

つ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、子
ど
も
達
が
、

社
会
や
世
界
に
視
点
を
当
て
、
人
々

が
さ
ら
に
過
ご
し
や
す
く
な
る
た
め

の
方
策
に
つ
い
て
思
考
を
巡
ら
せ
、

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
提
案

す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
現
実
の

「
枠
」を
超
え
、
未
知
の
分
野
を
開
拓

し
て
い
こ
う
と
い
う
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
発
想
力
は
、
こ
れ
か
ら
の「
Ｖ

Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
」と
言
わ
れ
る「
予
測

不
可
能
な
時
代
」に
必
要
と
さ
れ
、

活
躍
す
る
、
重
要
な
資
質
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
稲
城
の
子
ど
も
達
が
、

視
点
や
考
え
を
広
げ
、
新
た
な
も
の

を
生
み
出
す
創
造
力
、
企
画
力
、
柔

軟
性
を
も
ち
、
広
く
、
豊
か
に
、
し

な
や
か
に
、
物
事
に
対
応
で
き
る
資

質
を
備
え
て
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
こ

と
を
考
え
な
が
ら
、
夏
の
終
わ
り
を

迎
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
８
月
末
、
稲
城
市
教
育

委
員
会
は
、「
稲
城
市 

学
校
・
乳
幼

児
施
設 

管
理
職
＆
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
」を
開
催
、「
非
認
知
能
力
の
育
成

～
幼
保
小
中
の
連
携
に
つ
い
て
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
本
市
の
子
ど
も
達
の

成
長
を
図
る
と
い
う
共
通
の
目
標
を

も
つ
、
各
園
と
各
学
校
の
リ
ー
ダ
ー

層
の
教
職
員
が
一
堂
に
会
し
、
学
び

合
い
ま
し
た
。
講
師
は
、
奈
良
県
三

宅
町
立
三
宅
幼
児
園
長
を
務
め
ら
れ

て
い
る
徳
留
宏
紀
先
生
で
す
。
公
立

中
学
校
・
海
外
の
高
等
学
校
で
の
教

員
経
験
を
も
ち
、
現
在
は
就
学
前
の

子
ど
も
達
を
育
成
さ
れ
、
ま
た
、「
非

認
知
能
力
」に
つ
い
て
全
国
的
に
活

躍
中
の
徳
留
先
生
か
ら
、「
未
来
を

見
据
え
た
と
き
に
本
当
に
必
要
な
、

客
観
的
な
数
値
で
測
る
こ
と
が
で
き

な
い
力
」と
し
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」「
自
制
心
」「
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
」「
向
上
心
」「
自
尊
感
情
」「
柔

軟
性
」を
お
示
し
い
た
だ
き
、
伸
長

さ
せ
る
た
め
の
方
策
等
、
貴
重
な
ご

教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
は
、
今
後
も
引
き
続

き
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
活
躍
す

る
力
」に
視
点
を
据
え
、
子
ど
も
達

の
活
動
の
充
実
と
と
も
に
、
大
人
の

間
で
も
研
鑽
を
深
め
、
実
践
に
繋
い

で
ま
い
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
私
達
大
人
同
士
も
、
広

く
、
豊
か
に
、
し
な
や
か
に
、
自
ら

の
人
生
を
歩
み
つ
つ
、
子
ど
も
達
を

見
守
り
支
援
し
て
い
き
た
い
も
の
と

思
い
ま
す
。

稲
城
市
教
育
委
員
会
教
育
長

�

杉
本
真
紀
子

教
育
長
コ
ラ
ム
No.11

「稲城市地域・教育フォーラム」を開催します グローバルスタディプログラム
「小中学生英語スピーチコンテスト」

を開催します
「稲城市地域・教育フォーラム」を開催いたします。
　第１部では、稲城市の子どもたちに関わる団体・組織・学校・
園の一体的な取組や実践の成果について、団体の皆さんが発表
します。第２部では、講師をお招きし、「持続可能な地域ととも
にある学校づくり」について、対談型講演会を行います。
　市内在住・在学・在勤問わず、どなたでも参加できます。
日時：令和８年1月24日（土）　午後1時30分～4時30分(開場1時)
会場：中央文化センター ホール
第１部：【発表】
稲城市地域教育懇談会（稲城市の地域教育団体等）による活動内容
第２部：【講演会】
講師　吉岡　拓也 氏
�　　　�文部科学省 総合教育政策局 地域学習推進課地域学校協

働推進室 地域学校協働推進係　専門職　
講師　市川　重彦 氏 
　　　社会教育士（埼玉県公立小・中学校　校長）

　稲城市教育委員会では、今年度も「稲城市グロー
バルスタディプログラム」の一環として、「小中学生
英語スピーチコンテスト」（共催　東京稲城ロータ
リークラブ）を開催します。このイベントは、市内の
小学校5・6年生の児童と中学生なら誰でも申し込む
ことができる、ワクワクする英語チャレンジです。 
　テーマは、例えば、「My favorite sports」や「What 
peace means to me」など、自分の好きなことや考え
を英語で伝える絶好の機会です。スピーチは、ALT
や学校の先生のサポートを受けながら準備を進める
ので、初めての挑戦でも安心です。小学生は1分以内、
中学生は3分以内で、自作のスピーチを披露します。 
また、8月6・7日に、「EXPO 2025 大阪・関西万博」
の会場内で開催された「FUTURE SUMMIT 国連を
支える世界こども未来会議」での活動の様子や内容
について、参加した令和６年度代表生徒の報告も
予定しています。

日時：12月13日（土） 
　　　午後１時30分～5時30分（開場１時）
会場：地域振興プラザ 4階　会議室
審査員：�東京外国語大学 大学院総合国際学研究院　　

教授　岡田　昭人氏　他4人 
　どなたでも自由に観覧いただけます。ぜひお越
しください。	

▷問合せ　指導課指導係▷問合せ　指導課指導係

【稲城市地域教育懇談会】
・稲城市地域教育懇談会とは
　稲城市地域教育懇談会は、稲城の子どもの心身共に健全な成長を期するという理念
に基づき、家庭、学校、幼稚園、保育園、認定こども園や地域の各団体・関係者が連
携して健全育成のための情報共有や活動を行うことにより、地域社会に根ざした教育
力の充実を図ることを目的として40年間に渡り実施されています。
・主な活動内容
　6つの中学校ブロックにおいて、それぞれ1年間の活動テーマを設定し、定例会の中
で情報を共有して話し合ったり、地域協働の活動に取り組んだりしています。また、
各ブロックの代表が集まり、市内の地域教育懇談会の情報共有を図る場として、ブロッ
ク連絡会を開催しています。

昨年度開催の様子

「稲城市 学校・乳幼児施設 管理職＆リーダー研

修会」の様子 「世界こども未来会議 in INAGI」発表ボードの一部
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大空町に行ってきました

教育委員会児童・生徒表彰の推薦を受け付けています

　稲城市立小学校の５年生35名が、稲城市の姉妹都市である北海道大空
町を訪問し、２泊３日の教育交流を行いました。稲城市と大空町は昭和
63年から児童の作品交流を中心に交流を始め、平成３年に姉妹都市提携
を結びました。以来、夏には稲城市の児童が大空町を訪れ、冬には大空町
立女満別小学校の児童が稲城市を訪れるという教育交流が続いています。
本交流は、地域や国際社会を担う広い視野や豊かな感性を育むことをねら
いとしています。
＜１日目＞
　稲城市を出発し、羽田空港から女満別空港へ到着しました。女満別小学
校での歓迎式・ホームステイ先との対面式の後、各家庭での宿泊が始まり
ました。夜には、満天の星空を眺め、天の川を見つけた児童もおり、自然
の雄大さに感動しました。

8月19日(火) ～8月21日(木) 稲城市立小学校５年生

　教育委員会による児童・生徒表彰を実施します。
　推薦基準に該当する成績等がある方は、申請用フォー
ムよりご申請ください。
【表彰基準】
次のいずれかに該当すると委員会が認める個人又は団体
（１）�人命救助又はこれに類する行為を行った者
（２）�ボランティア活動等を自発的に行い、他の模範とな

るべき行為のあった者
（３）�学術・文化・スポーツ活動において、著しい成果を

収めた者
（４）�前各号に掲げるもののほか、特に表彰

することが適当と委員会が認めた者
　なお、令和7年度表彰分より表彰要領が変
更となっています。

▷問合せ　教育総務課教育総務係

＜２日目＞
　歓迎集会の後、女満別小学校の児童と一緒に「畑作コース」「畜産コース」
に分かれて交流学習を行いました。畑作では広大な畑でジャガイモ堀りを
体験し、収穫したジャガイモから作られたポテトチップスなどのお土産を
いただきました。畜産では牛舎見学や搾乳体験、子牛への授乳など、都会
では得られない体験ができました。交流給食で交流を深めた後は、パーク
ゴルフやバターづくりに挑戦しました。
＜３日目＞
　「北方民族博物館」ではアイヌ文化を含め北方民族の生活を学び、「オホー
ツク流氷館」ではクリオネやオオカミウオといった珍しい生き物を観察し
ました。「しばれ実験」では濡れたタオルが瞬時に凍る様子に驚きの声が上
がりました。さらに道の駅や東藻琴乳酪館を訪れ、各所で味わったソフト
クリームの美味しさも忘れられない思い出となりました。
　多くの児童が一番の思い出として挙げていたのは、ホームステイ先の家
族や女満別小学校の友達など、多くの人の温かさに触れることができた経
験でした。また、稲城市の児童同士の仲も深まりました。北海道での生活
と稲城市の生活を比較することを通して、ESDの視点から持続可能な社会
を考える学びも深まりました。
　来年１月には、女満別小学校の児童が稲城市を訪問します。心を込めた
おもてなしをし、稲城の良さを伝えることで、ふるさとを再認識する機会
となるよう取り組んでいきます。� ▷問合せ　指導課指導係

オンライン英会話レッスン始動

秋季運動会が開催されました

　令和7年9月から、市立中学校2年生を対象に、オンライン英会話の授業が始まり
ました。
　この授業では、タブレット端末とヘッドセットを使い、フィリピンの講師とのマ
ンツーマン形式で英会話を行います。生徒たちは初めは少し緊張した様子もありま
したが、時間が経つにつれて表情が柔らかくなり、積極的に話そうとする姿が見え、
前向きな変化がたくさん見られました。　
　フィリピンの講師の先生方からは、「声が大きく話せるようになるのはとても良
いことですね。」などのお言葉をいただきまし
た。また、英語科の先生からは、「文法も大事
ですが、チャレンジして話してみることは、英
語を学ぶ上で大事なことです。」と、生徒に自信
をもって話すことの大切さを伝えていました。 
　なお、このオンライン英会話レッスンは、年
間５回の実施です。
▷問合せ　指導課指導係

　市立小中学校18校のうち、稲城第一小学校、稲城
第二小学校、稲城第四小学校、稲城第六小学校、稲城
第七小学校、向陽台小学校、城山小学校、長峰小学校、
若葉台小学校、南山小学校の10校が10月に、運動会
を実施いたしました。どの学校も当日は多くの保護者
や来賓の方にご参観いただき、児童は力いっぱい競技、
演技に取り組んでいました。また、東京2025世界陸
上で実際に使用されたバトンを使ったリレーが行われ
ました。
　運動会を通じて、子ども達は自分の目標に向けて努
力することや、友達と協働して競技や演技に取り組む
ことの大切さを学びました。 
▷問合せ　指導課指導係

申請フォーム

▷問合せ　指導課指導係

「国連を支える世界こども未来会議
� in INAGI」 を開催しました

　８月21日（木）、地域振興プラザ及び稲城市議会議場にお
いて「国連を支える世界こども未来会議in INAGI」（共催　一
般財団法人ピースコミュニケーション財団）を開催しました。
　この会議には、市立小学校にて1学期中に事前学習シー
トによる学習を行い、市立小学校12校の6年生代表24名が
選出され、参加しました。今年も「住み続けられる未来の
稲城市」をテーマに、６グループに分かれてディスカッショ
ンをし、アイデアを出し合い発表を行いました。また、令
和６年度の本会議で最優秀賞を受賞したグループのメン
バーから、今年５月にキッズアンバサダーとしてニュー
ヨークの国連本部を訪問した際の報告がありました。
　各グループは初対面ながらもチームワークを活かして発
表を行い、活発な質疑応答が展開されました。
　稲城市開催の詳細は市ウェブサイトをご覧
ください。

第１部グループディスカッション 第２部発表

市ウェブサイト

主な変更点について
変更点１　推薦⽅法 変更点2　表彰対象 変更点3　表彰対象期間

学校⻑推薦
↓

保護者・団体の代表者・学校⻑
ボランティア活動の追加
⽣徒会活動等の追加

4⽉１⽇から３⽉31⽇まで
↓

１⽉１⽇から12⽉31⽇まで
表彰の対象期間を「１月１日から12月
31日まで」に変更します。
令和７年度については、「令和７年４
月１日から令和７年12月31日まで」と
なります。
中学３年生については、在学中の表
彰とするため、３月31日までの期間と
なります。
小学1年生については、在学中を対象
とするため、４月１日からとなります。

表彰基準（2）模範行為について、ボラ
ンティア活動（環境美化・福祉・地域
貢献・伝統文化等）を対象とします。
また、生徒会活動などの学校活動に
ついても、他の児童生徒・地域に良
い影響を与えた活動は、表彰の対象
となります。

原則、保護者が申請フォームにて申
請を行う形へ変更します。
ただし、部活動や生徒会活動等につ
いては、従来どおり、学校を通じて
の推薦となります

オンライン英会話レッスンの様子
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第二調理場の調理機械を更新しました！
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「稲城市立中学校部活動に関する方針」を策定しました
　稲城市は、教職員の働き方改革を図り
つつ、現在の「部活動」を維持していきま
す。
そのために…
　⇒�各部活動には、顧問教員またはCST
（Club Support Teacher：管理顧問
教員）が関わります。

▷問合せ　指導課指導係

　⇒�技術指導者（部活動指導員、外部指
導者）の配置について、引き続き人
材確保に取り組みます。

　⇒�部活動の体制は、次の４パターンで
実施します。

　　�「単独部活動」「合同部活動」「拠点
校方式部活動」「地域クラブ展開」

　10月１日（水）、稲城第三小学校にて起工式が執り行われました。
　今後、新校舎の建築工事後、旧校舎の解体工事が実施されます。工事
期間中には近隣住民の皆様にご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力の
程よろしくお願いいたします。

　平成11年４月から稼働している第二調理場では、稼働
当初から使用しており修理が不可能となっていた「ス
チームコンベクションオーブン」と「真空冷却機」を夏休
みに更新しました。
　調理機械を新しくしたことにより、魚や肉などの「焼
く料理」は蒸気が食材の中により多く入り、ふっくらと仕
上がるようになりました。サラダや和え物などの「冷た
くして提供する料理」は、「シャキッと」した歯ごたえにな
り、より美味しく提供できるようになりました。
　また、機械が新しくなったことで、故障が減り、学校
給食を安定して提供することができるようになりました。
　今まで以上に美味しく調理できるように調理員一同一
丸となって給食を調理しています。生産者の方々、配送
員や配膳員、そして調理員など給食に関わっているたく
さんの人、また、自然の恵みや命をくれる生きものへの
感謝の気持ちを忘れないでいてもらえたら嬉しいです。

【スチームコンベクションオーブンを使用した献立】
９月４日（木）
ココアパン(食パン)
牛乳
あじの香草焼き
(↑スチームコンベク
ションオーブン使用)
野菜スープ
ペンネアラビアータ

【真空冷却機を使用した献立】
９月８日（月）
チキンカレー(麦ご飯)
牛乳
フレンチサラダ
(↑真空冷却機使用)

　令和７年度から令和11年
度までの教育目標を定めた
「第四次稲城市教育振興基本
計画　稲城市教育プラン」の
ポイントを分かりやすくまと
めました。
　また、ポイントをまとめた
動画を作成しましたので、あ
わせてご覧ください。

皆さんの感謝をぜひお聞かせく
ださい。

▷問合せ
学校関係 教育部教育総務課学校管理係
学童関係 子ども福祉部児童青少年課児童館・学童クラブ係
工事関係 都市建設部建築保全課建築係

　稲城市教育委員会では教員の働き方改革を推進しています。
　令和８年度からの「第三次稲城市立学校における働き方改革実施計画」
に向けて、学識経験者や学校関係者等で構成する検討委員会が開催され、
策定に必要な調査及び検討が行われました。
　社会全体のウェルビーイングを達成するため、学校が、持続可能な社
会の創り手である子どもたちの育成に対して、より良く取り組める環境
を目指してまいります。
　市ウェブサイトでは、教育委員会
から地域・保護者の皆様へのメッセー
ジをはじめ、稲城市立学校における
働き方改革の推進に関する資料を掲
載しています。

▷問合せ　教育総務課教育総務係

稲城第三小学校建替工事が始まりました

第四次稲城市
教育振興基本計画を
分かりやすく紹介

第三次稲城市立学校における働き方改革
実施計画検討委員会の開催

田中教仁氏

市ウェブサイト

↑詳しくはこちら

市ウェブサイト

稲城市の教育
「イエール」
読者アンケート

新校舎イメージ（外観）

会議開催の様子

新校舎イメージ（教科メディアスペース）

▷問合せ　学校給食課第二給食係

スチームコンベクション
オーブン 真空冷却機

９月４日（木）の給食 ９月８日（月）の給食
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